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１．はじめに 

日本語教育史研究に関するこれまでのとらえ方 
 ・近代を中心としたもの（関1997） 

 ・国際交流史の観点からとらえたもの（小川・河路2012） 

 ・日本語教育学会シンポジウム/パネルセッション 

 「日本語教育史研究のこれから」（2002年春季大会シンポジウム） 

 「日本語教育史研究の新しい視座と可能性-発掘された資料が語るも
の‐」（2010年度春季大会パネルセッション） 

 

本発表の目的 

 中国大陸における日本語教育の日中の研究状況を整理・比較し、互
いの研究成果を活用し、発展させるための課題について考察する。 

 



２．研究方法 

2-1. 日本における研究動向について 

 日本語教育史研究論文データベースの中から中国関連の研究を
時系列的にクロス集計し、さらに日本人研究者による研究と非日本人
研究者による研究に分けて観察 

 

2-2. 中国における研究動向について 
 歴史的視点を有した日本語教育関連の研究論文の傾向を質的に
分析 

 ・中国学術文献オンラインサービス（China National Knowledge 
Infrastructure）を利用 



３．分析 

3-1. 全体 
      →50～2000年代まで文献本数は順次倍増 

・一貫して増加→地域史(最多)、人物史、制度組織史、通史概説 

・70年代から増加→留学生教育/政策史 

・80年代から増加→教材・教授法史、教育思想・教育論 

・90年代から増加→教育/言語政策史、書誌資料、ﾒﾀ日本語教育史 

      

 

対象テーマの通史的把握（参考資料③参照） 

・徐一平1997 、徐一平2002 、宿久高2003 、朱奇莹2013 、伏泉2014 

中国 

日本 



通史的研究からみた中国における日本語教育 

時代 主要テーマ・背景 トピック 

古代 魏志・後漢書・宋書等 古代の日本語の記載 

清代 
日本留学生 

日本語教科書・教材等 

日本語学習観（主要人物の） 

日本人教習 同文館東文館 

1910～30年代 日本研究 
日本語教科書・教材、研究書、雑誌等 

北京大学日本文学科 

1937～45年 抗日戦争 
抗日日本語学習 

奴化教育としての日本語教育 

1949～60年代前
半 

新中国・文革前 

政策と日本語教育（『外国語教育七年発展綱
要』） 

大学における日本語教育 

日本語教科書・教材等 

1970年代 
文革後・日中国交回復・第一
次日本語ブーム 

大学出版の日本語教科書・教材 

学校外（社会）日本語教育とその教科書・教材 

『日語学習与研究』創刊 

1980年代 第二次日本語ブーム 

教師養成（北京日本学研究センター） 

研究者の組織化（日語教学研究会） 

教学大綱制定 

参考資料③ 



３．分析 

3-2. 留学生 
 

・留学生教育/政策史の中でも制度組織研究が中心(例：早大清国留 

 学生部、実践女学校、明治専門学校、宏文学院、五校特約) 

・90年代以降通史概説が倍増し、人物、政策に関する研究も増加 

・2010年以降も概ねこの傾向は継続中  

 

       

「近代化」という視点に立った研究 

・留学生（清末、女性） cf. 傀儡政権からの留学 

  清代への関心の高さ（日本人教習、「東語正規」） 

 資料の共有による日中の研究交流が盛ん（周一川2009） 

 

中国 

日本 



３．分析 

3-3. 高等教育 

 
･60年代～2015年まで中国側教育機関に関する研究は常に出現 

・日本側も含めて高等教育機関より予備教育機関の研究が中心 

 →留学生教育史と連動 

・戦後中国高等教育機関の研究は21世紀以降出現(中国人中心) 

 
・高等教育を中心に発展している現在までの状況の反映（伏泉 2014）  

 清末の京師同文館・広東同文館：近代中国の日本語教育の発端
（許海華2008） 

 1949年以降に着目：宿久高2003 、吴晗2014 cf. ビジネス日本語
（李愛文2011） 

中国 

日本 



３．分析 

3-4. 戦時下 
 

・60年代以降各期に継続的に出現するトピックは対支文化事業/工作 

・00年代から日中戦争期を主題/背景とする研究が急増 

・制度組織史と教材教授法史が多く、これらの分析＝マクロとミクロの 

 視点から戦時下日本語教育の特質を解明する傾向 

 

     「侵華教育史」に関する研究の新たな動き 

・「奴化」教育を中心とした観点（徐敏民1995） 

・「奴化」教育と日本語教育研究の結びつき（徐雄彬2015） 

 ※教育部青年基金取得 

・新中国成立以前の研究をも視野に入れた研究（李冠男2015） 

 

 

日本 

中国 



4. 日中の研究動向の特徴 
 

 

・中国に特化すると留学生教育/政策史研究が最多 

・時代的には清朝/清末と日中戦争期に概ね二極化(特に00年以降) 

・二国間交流(国際関係、ソフトパワー)の観点からの研究の不在 

 
 

・現在の日本語教育の動向の影響 

 高等教育、ビジネス日本語 ⇔ 社会教育に着目した研究の不在 

・時代的には清代、戦時下が多数 

・通史的、概論的研究が多く、教育内容等に関する研究が少ない 

・通史的には触れられているが未開拓のテーマ 

 抗日日本語学習、日本語教科書・教材等（清代、1930年代、新中国
成立後） 

 

日本 

中国 



５．課題と展望 

課題と展望 
 １）関心のあるテーマや時代は重なりつつも、異なる観点・姿勢 

→ 地域を中心とした捉え方（李冠男2015：参照） 

 ２）研究の行われていない空白部分 

 ３）日本における日中共同研究の少なさ 

 

日本語教育史研究に対して 
 １）「日本語教育史」研究にできること→「一国史」ではない「関係史」
からの視点 

 ２）日本の研究者が海外の研究動向に目を向けること 

 ３）日本で学ぶ外国人研究者の卵（留学生）を育てること→日本の日
本語教育史研究動向をおさえつつ、自らの出身国・地域の「日本語教
育史」を研究 
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日本語教育史研究文献分野別刊行数(1950-2015) 

50年代 60年代 70年代 80年代 90年代 00年代 2010-15 

地域史            5          11 18 51 146 267 148 

教材教授法 5 10 8 44 119 223 155 

制度組織 0 7 9 37 80 160 77 

人物史 13 17 33 34 48 95 40 

留学生教政 3 0 14 25 54 103 41 

通史概説 4 5 14 14 40 51 11 

教育政策史 2 1 2 6 45 55 38 

書誌資料 2 2 1 7 20 42 11 

教育思想 2 3 5 18 24 50 40 

回顧回想 13 4 5 9 11 37 13 

ﾒﾀ教育史 0 0 0 0 13 27 9 

その他 7 1 7 1 20 29 20 

参考資料① 



日本語教育史研究文献：中国関連・研究者分類(赤字＝非日本人) 

50年代 60年代 70年代 80年代 90年代 00年代 2010-15 

地域史 0-0 0-0 2-0 0-0 2-0 13-10 14-12 

教材教授法 0-0 1-0 1-0 1-0 7-3 15-1 13-7 

制度組織 0-0 4-0 2-0 6-0 13-2 19-12 9-7 

人物史 0-0 0-0 1-0 9-0 2-0 9-5 4-6 

留学生教政 2-0 0-0 7-0 10-0 8-17 41-24 13-7 

通史概説 0-0 0-0 0-0 0-0 0-1 1-1 2-1 

教育政策史 0-0 0-0 0-0 0-0 2-1 2-1 2-7 

書誌資料 0-0 0-0 1-0 3-0 3-0 2-1 0-0 

教育思想 0-0 0-0 0-0 0-0 2-0 5-0 4-2 

回顧回想 0-0 0-0 0-0 2-0 1-1 1-1 2-0 

ﾒﾀ教育史 0-0 0-0 0-0 0-0 0-0 0-0 3-1 

その他 0-0 0-0 0-0 0-1 3-1 4-2 1-1 

参考資料② 


